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本発表では、新しい人間信頼性解析（HRA, Human Reliability Analysis）の手法である EPRI 手法、開発中

の IDHEAS 手法、既存の THERP 手法を実際に使用して、人的過誤事象に対して人的過誤確率を評価する。

評価結果を検討し、これらの手法の考え方について課題を示す。 
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1. 緒言 

原子力発電所に対する確率論的リスク評価（PRA, Probabilistic Risk Assessment）における人間信頼性解析

（HRA, Human Reliability Analysis）の手法として、従来 THERP 手法[1]が用いられてきたが、最近、EPRI

手法という新しい手法が提案され利用されている[2]、また新たに IDHEAS 手法が開発中である[3]。2018

年の年会において、EPRI 手法や IDHEAS 手法で時間依存の認知エラーに対して用いられる HCR/ORE, 

Human Cognitive Reliability/Operator Reliability Experiment 手法の課題を示した[4]。本発表では、3 種類の HRA

手法を使用してヒューマンエラー確率を評価し、手法の考え方の課題を検討する。 

2. 人的過誤確率の評価 

上記 3 種類の HRA 手法について、以下の 4 種類の課題を検討した。 

1. 複雑操作における操作エラー確率が時間余裕のある場合の認知エラー確率を卓越する結果となるこ

とがあるが、認知のメカニズムが文脈依存であることを考えると不自然な評価である。 

2. EPRI 手法と IDHEAS 手法では、認知エラーの推定において、認知メカニズムによる推定（CBDTM, 

Cause Based Decision Tree Method）と時間依存の推定 HCR/ORE の両方を用いており、短時間では

HCR/ORE の評価が長時間では CBDTM の評価が卓越している。IDHEAS 手法では和を取っているの

で、基本的には二重評価になっていると判断できる 

3. 認知エラーの時間依存の推定において、EPRI 手法や IDHEAS 手法で採用されている余裕時間と操作

時間の比を取る HCR/ORE カーブ[5]が、THERP 手法にある TRC（Time Reliability Correlation）カー

ブ[1]より大幅に高く評価する場合があり、時間比を推定する際は注意を要する[4] 

4. 操作エラーの推定において、THERP 手法では手順書ベースで個々の機器の操作を評価しているが、

IDHAES 手法ではタスク（一連の操作）の人間特性を評価しているため、同じ事故時対応操作でも評

価が異なることがある  

3. 結論 

THERP 手法、EPRI 手法、IDHEAS 手法では人間特性の捉え方が異なるので、手法を用いる際その手法の

考え方の妥当性を確認する、基本となるエラー率の整合性を取る等、十分注意して使用する必要がある。 
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